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考
え
よ
う

　
　
　
　

平
和
の
大
切
さ

入

賞

者

の
み

な

さ
ん

▼
最
優
秀（
敬
称
略
）

三
上　

乃
愛　
　
（
幸
手
中
）

▼
特
選（
敬
称
略
）

針
谷　

侑
聖　
　
（
幸
手
中
）

大
橋　

詩
音　
　
（
東
中
）

新
井　

浩
介　
　
（
東
中
）

大
久
保
あ
か
ね　
（
西
中
）

岡　

結
菜　
　
　
（
西
中
）

▼
入
選（
敬
称
略
）

伊
藤　

愛
莉　
　
（
幸
手
中
）

青
山　

祐
大　
　
（
幸
手
中
）

服
部　

侑
実　
　
（
幸
手
中
）　　

髙　
　

莉
彩　
　
（
東
中
）

古
川　

由
大　
　
（
西
中
）

村
田　

悠
真　
　
（
西
中
）

※「
平
和
の
作
文
」文
集
は
、
市
役

　

所
本
庁
舎
１
階
人
権
推
進
課
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。
数
に
限
り

　

が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
窓

　

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
和
の
た
め
の
写
真
展

　

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
保
存
さ
れ
て
い

た
戦
時
中
な
ど
の
貴
重
な
写
真
を
展
示
し

ま
す
。

日
時　

８
月
15
日（
火
）ま
で
の
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
く
。

場
所　

市
役
所
本
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー

平
和
祈
念
の
黙
と
う
に

　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
を

　

原
爆
死
没
者
や
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世

界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
、
ご
家
庭
や

職
場
で
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
ょ
う
。

広
島
原
爆
の
日

　

８
月
６
日（
日
）午
前
８
時
15
分

長
崎
原
爆
の
日

　

８
月
９
日（
水
）午
前
11
時
２
分

終
戦
記
念
日

　

８
月
15
日（
火
）正
午

問
合
せ　

人
権
推
進
課
☎（
43
）１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
線
１
６
２

▼ 

入賞者のみなさん

▼

 作文を発表する三上さん

　

市
で
は
、
平
成
２
年
度
の「
幸

手
市
平
和
都
市
宣
言
」以
来
、
世

界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
平
和

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
、
市
内
中
学
３
年
生
を

対
象
に「
平
和
の
作
文
」を
募
集

し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

そ
の
中
か
ら
最
優
秀
１
人
・

特
選
５
人
・
入
選
６
人
の
計
12

人
の
み
な
さ
ん
を
選
出
し
、
７

月
３
日（
月
）に「
平
和
の
作
文
」

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

世
界
に
は
、
有
給
、
無
給
に
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
形
態
で
働

い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
お
り
、
世
界
の
子
ど
も
の
10
人
に
１

人
が
児
童
労
働
に
従
事
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
な
か
に
は
、
貧
困
や
戦
争
、
社
会
の
慣
習
な
ど
か
ら
働

く
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
お
り
、
子
ど
も
の

教
育
機
会
や
健
全
な
成
長
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
、
大
き
な
問
題

と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

私
た
ち
の
日
々
の
消
費
に
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
、
コ
ー
ヒ
ー

豆
や
茶
葉
、
カ
カ
オ
の
生
産
国
は
、
い
わ
ゆ
る
発
展
途
上
国
が

ほ
と
ん
ど
で
、
生
産
背
景
に
は
、
い
ま
だ
深
刻
な
児
童
労
働
が

存
在
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
解
決
に
向
け
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
商
品
の
購
入
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
、
貿
易
の
し
く
み
を
公
平
・

公
正
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
発
展
途
上
国
の
小
規
模
生
産

者
や
労
働
者
が
自
ら
の
力
で
貧
困
か
ら
脱
却
し
、
地
域
社
会
や

環
境
を
守
り
な
が
ら
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
）な
世
界
の

実
現
を
目
指
す
取
組
で
す
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
認
証
商
品
の
購

入
な
ど
、
人
・
社
会
・
地
域
・

環
境
に
配
慮
し
た
消
費
は

「
エ
シ
カ
ル（
倫
理
的
）消
費
」

と
も
呼
ば
れ
、
近
年
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

思
い
や
り
を
持
っ
た
商
品

選
び
で
、
日
々
の
消
費
を
世

界
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

守
る
取
組
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

8 月は
「人権尊重社会をめざす
　　県民運動強調月間」です。

人
権
そ
れ
は
愛

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド（
公
正
・
公
平
な
貿
易
）で

　

児
童
労
働
を
減
ら
す
取
組
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

　埼玉県では、「すべての県民が
お互いの人権を尊重しながら共に
生きる社会」の実現に向けて、「人
権尊重社会をめざす県民運動」を
展開しています。

子どもを養育するひとり親家庭などへの
　　　　　　　　　　　　　給付制度のお知らせ

▼対象 　

　①父母が婚姻を解消した子ども
　②父または母が死亡した子ども
　③父または母に一定の障がいがある子ども
　④父または母の生死が明らかでない子ども
　⑤父または母に 1年以上遺棄されている子ども
　⑥父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受
　　けた子ども
　⑦父または母が 1年以上拘禁されている子ども
　⑧婚姻によらないで生まれた子ども

◆児童扶養手当

子どもの人数
月額　　

(全部支給 )
月額

（一部支給）

1 人 44,140 円 44,130 円～ 10,140 円

2 人目
加算額

10,420 円 10,410 円～ 5,210 円

3 人目以降
加算額

6,250 円
（1人につき）

6,240 円～ 3,130 円
（1人につき）

▼手当の金額

※手当月額は、受給資格者・扶養義務者などの所
　得や扶養親族数によって決定します。また、法
　律改正などにより変更になります。

　医療保険制度で医療にかかった場合の医療支給
制度です。
▼対象　つぎのいずれかに該当する人
　①父子家庭の父とその子ども
　②母子家庭の母とその子ども
　③父母のいない子どもとその養育者
　④父または母に一定の障がいがある子どもと監
　　護する母または父
　※所得制限があります。

◆ひとり親家庭等医療費

▼対象　

◆特別児童扶養手当

障がいの状態 月額（1人につき）

1 級（重度） 53,700 円

2 級（中級） 35,760 円

※子どもが施設に入所している、また、障がいを　
　支給事由とする年金を受給している場合は除
　きます。

　18 歳になった年の年度末（3月 31 日）まで支
給されます。
※一定の障がいがある場合は 20 歳になるまで
　です。

身体などに一定の障がいのある 20 歳未
満の子どもを養育している人

つぎのいずれかに該当する子どもを養
育している父、母、または養育者

問合せ　こども支援課☎(42)8454 


